
令和９年度 香芝市集団胃がん検診業務委託 仕様書 

 

１ 件名 

 香芝市集団胃がん検診業務 

 

２ 目的 

  がん対策として実施し、早期発見及び早期治療につなげる。 

 

３ 対象者 

  満３５歳以上（当該年度中に３５歳に達する者を含む。）の香芝市民。ただし、前年度

胃がん検診（内視鏡）受診者は、対象外とする。 

 

４ 検査項目 

    奈良県胃がん検診（胃部エックス線検診）実施要領に定める検査項目（胃部レントゲ

ンデジタル撮影について、９枚撮影し二重読影を実施すること。） 

 

５ 実施内容 

  奈良県胃がん検診（胃部エックス線検診）実施要領に基づき、肺がん検診又は大腸が

ん検診（集団特定健康診査時）と同時に実施する。 

 

６ 実施場所 

  香芝市保健センター及び発注者が定める場所で問診後、受注者が配車する検診バス内

で行う。 

 

７ 自己負担額 

１，０００円（香芝市健康診査事業実施要綱第７条第１項各号のいずれかに該当する者

（同条第２項に該当する者を除く。）は、無料とする。） 

 

８ 実施予定人数及び回数 

 ４２０名、年度内７回（うち、３回は集団特定健康診査と同時に実施する。） 

 

９ 実施期間 

  令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 

  なお、契約日から令和９年３月３１日までの期間は、委託業務履行のための準備期間

とする。 

 

１０ 納品方法 

  検診結果は、発注者が用意する封筒に封入（封緘は不要）し、発注者が指定するファ

イルレイアウトに沿ったＣＳＶファイルを格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納

品すること。 



  また、要精密検査者については、精密検査依頼書（兼）結果通知書及び発注者が用意

する返信用封筒を主治医宛ての別封筒に入れ、検診結果封筒に同封の上、要精密検査と

なった受診者のフィルム画像を格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納品すること。 

  なお、受診者からフィルム画像について提供希望があった場合は、随時、ＣＤを発注

者に提出すること。 

 

１１ 費用請求等その他の業務 

 ⑴ 受診日当日までの準備 

  ア 発注者は、検診の１週間前までに受注者へ受診予定者のデータを格納したＣＤを

手渡し、受注者は、そのデータを基に受診予定者の氏名、生年月日等が記載された

問診票を作成する。 

  イ 受注者は、配置や検診の流れについて、検診日の１週間前までに発注者と事前打

合せを行う。 

  ウ 受診予定者の変更及び追加については、必要に応じて発注者からデータをＣＤに

て手渡しする。 

 ⑵ 受付（自己負担金の領収及び受領書の発行を含む。）、問診及び誘導業務 

   受付簿は発注者が作成したものを使用し、領収書は受注者が作成したものを使用す

るものとする。 

   受注者は、受付終了後、問診票を番号ファイルに入れて次のブースへの誘導を行う

こと。 

 ⑶ 誤嚥
えん

事故時の医師の診察 

   誤嚥事故時は、香芝市医師会の医師へ診察を依頼する予定のため、受注者への依頼

が必要な場合のみ対応するものとする。 

 ⑷ 検査費用の請求 

  ア 受注者は、検査に係る費用について、胃がん検診終了後３０日以内に発注者に請

求するものとする。 

  イ 受注者は、検診料について、自己負担分を除いた額を発注者に請求するものとす

る。 

 ⑸ 業務実施報告 

   受注者は、業務実施報告書及び検診結果を作成し、発注者に提出するものとする。 

   また、検診実施当日に、受診者数（有料、無料等の内訳を含む。）と合計金額につい

て、書面にて発注者に報告を行うものとする。 

 ⑹ その他 

   最低補償金額については、発注者及び受注者が協議の上、定めるものとする。その

他詳細事項及び変更が必要な事項についても随時協議するものとする。 

  



令和９年度 香芝市集団肺がん検診業務委託 仕様書 

 

１ 件名 

香芝市集団肺がん検診業務 

 

２ 目的 

  がん対策として実施し、早期発見及び早期治療につなげる。 

 

３ 対象者 

 満２０歳以上（当該年度中に２０歳に達する者を含む。）の香芝市民 

 

４ 検査項目 

 奈良県肺がん検診実施要領に定める検査項目 

 

５ 実施内容 

  奈良県肺がん検診実施要領に基づき、胃がん検診、大腸がん検診（集団特定健康診査

時）又は子宮頸がん検診と同時に実施する。 

 

６ 実施場所 

  香芝市保健センター及び発注者が定める場所で問診後、受注者が配車する検診バス内

で行う。 

 

７ 自己負担額 

   ３００円（香芝市健康診査事業実施要綱第７条第１項各号のいずれかに該当する者（同

条第２項に該当する者を除く。）は、無料とする。） 

 

８ 実施予定人数及び回数 

 ７００名、年度内８回（うち、３回は特定健診と同時に実施する。） 

 

９ 実施期間 

  令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 

  なお、契約日から令和９年３月３１日までの期間は、委託業務履行のための準備期間

とする。 

 

１０ 納品方法 

  検診結果は、発注者が用意する封筒に封入（封緘は不要）し、発注者が指定するファ

イルレイアウトに沿ったＣＳＶファイルを格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納

品すること。 

  また、要精密検査者については、精密検査依頼書（兼）結果通知書及び発注者が用意

する返信用封筒を主治医宛ての別封筒に入れ、検診結果封筒に同封の上、要精密検査と

なった受診者のフィルム画像を格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納品すること。 



  なお、受診者からフィルム画像について提供希望があった場合は、随時、ＣＤを発注

者に提出すること。 

 

１１ 費用請求等その他の業務 

 ⑴ 受診日当日までの準備 

  ア 発注者は、検診の１週間前までに受注者へ受診予定者のデータを格納したＣＤを

手渡し、受注者は、そのデータを基に受診予定者の氏名、生年月日等が記載された

問診票を作成する。 

  イ 受注者は、配置や検診の流れについて、検診日の１週間前までに発注者と事前打

合せを行う。 

  ウ 受診予定者の変更及び追加については、必要に応じて発注者からデータをＣＤに

て手渡しする。 

 ⑵ 受付（自己負担金の領収及び受領書の発行を含む。）、問診及び誘導業務 

   受付簿は発注者が作成したものを使用し、領収書は受注者が作成したものを使用す

るものとする。 

   受注者は、受付終了後、問診票を番号ファイルに入れて次のブースへの誘導を行う

こと。 

 ⑶ 胸部エックス線検査の実施 

   受注者は、検診の実施に関し、胸部エックス線写真撮影を行う診療放射線技師に対

して指示をする責任医師及び緊急時や必要時に対応する医師等を明示した肺がん検診

実施計画書を作成し、事前に発注者に提出すること。 

 ⑷ 検査費用の請求 

  ア 受注者は、検査に係る費用について、肺がん検診終了後３０日以内に発注者に請

求するものとする。 

  イ 受注者は、検診料について、自己負担分を除いた額を発注者に請求するものとす

る。 

 ⑸ 業務実施報告 

   受注者は、業務実施報告書及び検診結果を作成し、発注者に提出するものとする。 

   また、検診実施当日に、受診者数（有料、無料等の内訳を含む。）と合計金額につい

て、書面にて発注者に報告を行うものとする。 

 ⑹ その他 

   最低補償金額については、発注者及び受注者が協議の上、定めるものとする。その

他詳細事項及び変更が必要な事項についても随時協議するものとする。 

  



令和９年度 香芝市集団乳がん検診業務委託 仕様書 

 

１ 件名 

香芝市集団乳がん検診業務 

 

２ 目的 

  がん対策として実施し、早期発見及び早期治療につなげる。 

 

３ 対象者 

 満４０歳以上（当該年度中に４０歳に達する者を含む。）の香芝市民の女性（前年度受診

者は、対象外とする。ただし、香芝市健康診査事業実施要綱（以下「要綱」という。）第

９条第１項第２号に規定する受診券の交付を受けた者は、前年度受診者も対象とする。） 

 

４ 検査項目 

 ⑴ 満４０歳から満４９歳まで マンモグラフィ撮影２方向（二重読影） 

 ⑵ 満５０歳以上 マンモグラフィ撮影１方向（二重読影） 

 

５ 実施内容 

  奈良県乳がん検診実施要領に基づき、子宮頸がん検診と同時に実施する。 

 

６ 実施場所 

  香芝市保健センター及び発注者が定める場所で問診後、受注者が配車する検診バス内

で行う。 

 

７ 自己負担額 

 ⑴ 満４０歳から満４９歳まで ２，５００円（要綱第７条第１項第１号若しくは第２

号のいずれかに該当する者（同条第２項に該当する者を除く。）又は要綱第９条第１項

第２号に規定する受診券の交付を受けた者は、無料とする。） 

 ⑵ 満５０歳から満６９歳まで ２，０００円（要綱第７条第１項第１号若しくは第２

号のいずれかに該当する者（同条第２項に該当する者を除く。）又は要綱第９条第１項

第２号に規定する受診券の交付を受けた者は、無料とする。） 

 ⑶ 満７０歳以上 無料 

 

８ 実施予定人数及び回数 

 ５００名、年度内６回 

 

９ 実施期間 

  令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 

  なお、契約日から令和９年３月３１日までの期間は、委託業務履行のための準備期間

とする。 

 



１０ 納品方法 

  検診結果は、発注者が用意する封筒に封入（封緘は不要）し、発注者が指定するファ

イルレイアウトに沿ったＣＳＶファイルを格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納

品すること。 

  また、要精密検査者については、精密検査依頼書（兼）結果通知書及び発注者が用意

する返信用封筒を主治医宛ての別封筒に入れ、検診結果封筒に同封の上、要精密検査と

なった受診者のフィルム画像を格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納品すること。 

  なお、受診者からフィルム画像について提供希望があった場合は、随時、ＣＤを発注

者に提出すること。 

 

１１ 費用請求等その他の業務 

 ⑴ 受診日当日までの準備 

  ア 発注者は、検診の１週間前までに受診予定者のデータを格納したＣＤを受注者に

手渡し、受注者は、そのデータを基に受診予定者の氏名、生年月日等が記載された

問診票を作成する。 

  イ 受注者は、配置や検診の流れについて、検診日の１週間前までに発注者と事前打

合せを行う。 

  ウ 受診予定者の変更及び追加については、必要に応じて発注者からデータをＣＤに

て手渡しする。 

 ⑵ 受付（自己負担金の領収及び受領書の発行を含む。）、問診及び誘導業務 

   受付簿は発注者が作成したものを使用し、領収書は受注者が作成したものを使用す

るものとする。 

   受注者は、受付終了後、問診票を番号ファイルに入れて次のブースへの誘導を行う

こと。 

 ⑶ 乳房エックス線検査の実施 

   受注者は、検診の実施に関し、乳房エックス線写真撮影を行う診療放射線技師に対

して指示をする責任医師及び緊急時や必要時に対応する医師などを明示した乳がん検

診実施計画書を作成し、事前に発注者に提出すること。 

 ⑷ 検査費用の請求 

  ア 受注者は、検査に係る費用について、乳がん検診終了後３０日以内に発注者に請

求するものとする。 

  イ 受注者は、検診料について、自己負担分を除いた額を発注者に請求するものとす

る。 

 ⑸ 業務実施報告 

   受注者は、業務実施報告書及び検診結果を作成し、発注者に提出するものとする。 

   また、検診実施当日に、受診者数（有料、無料等の内訳を含む。）と合計金額につい

て、書面にて発注者に報告を行うものとする。 

 ⑹ その他 

   最低補償金額については、発注者及び受注者が協議の上、定めるものとする。その

他詳細事項及び変更が必要な事項についても随時協議するものとする。 

  



令和９年度 香芝市集団子宮頸がん検診業務委託 仕様書 

 

１ 件名 

香芝市集団子宮頸がん検診業務 

 

２ 目的 

  がん対策として実施し、早期発見及び早期治療につなげる。 

 

３ 対象者 

 満２０歳以上（当該年度中に２０歳に達する者を含む。）の香芝市民の女性（前年度受診

者は、対象外とする。ただし、香芝市健康診査事業実施要綱（以下「要綱」という。）第

９条第１項第３号に規定する受診券の交付を受けた者は、前年度受診者も対象とする。） 

 

４ 検査項目 

 奈良県子宮頸がん検診実施要領に定める検査項目 

 

５ 実施内容 

  奈良県子宮頸がん検診実施要領に基づき、乳がん検診と同時に実施する。 

 

６ 実施場所 

  香芝市保健センター及び発注者が定める場所で問診後、受注者が配車する検診バス内

で行う。 

 

７ 自己負担額 

  ７００円（要綱第７条第１項各号のいずれかに該当する者（同条第２項に該当する者を

除く。）又は要綱第９条第１項第３号に規定する受診券の交付を受けた者は、無料とす

る。） 

 

８ 実施予定人数及び回数 

５２５名、年度内７回 

 

９ 実施期間 

  令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 

  なお、契約日から令和９年３月３１日までの期間は、委託業務履行のための準備期間

とする。 

 

１０ 納品方法 

  検診結果は、発注者が用意する封筒に封入（封緘は不要）し、発注者が指定するファ

イルレイアウトに沿ったＣＳＶファイルを格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納

品すること。 



  また、要精密検査者については、精密検査依頼書（兼）結果通知書及び発注者が用意

する返信用封筒を主治医宛ての別封筒に入れ、検診結果封筒に同封の上、要精密検査と

なった受診者のフィルム画像を格納したＣＤと共に、発注者に手渡しにて納品すること。 

  なお、受診者からフィルム画像について提供希望があった場合は、随時、ＣＤを発注

者に提出すること。 

 

１１ 費用請求等その他の業務 

 ⑴ 受診日当日までの準備 

  ア 発注者は、検診の１週間前までに受注者へ受診予定者のデータを格納したＣＤを

手渡し、受注者は、そのデータを基に受診予定者の氏名、生年月日等が記載された

問診票を作成する。 

  イ 受注者は、配置や検診の流れについて、検診日の１週間前までに発注者と事前打

合せを行う。 

  ウ 受診予定者の変更及び追加については、必要に応じて発注者からデータをＣＤに

て手渡しする。 

 ⑵ 受付（自己負担金の領収及び受領書の発行を含む。）、問診及び誘導業務 

   受付簿は発注者が作成したものを使用し、領収書は受注者が作成したものを使用す

るものとする。 

   受注者は、受付終了後、問診票を番号ファイルに入れて次のブースへの誘導を行う

こと。 

 ⑶ 検査費用の請求 

  ア 受注者は、検査に係る費用について、子宮頸がん検診終了後３０日以内に発注者

に請求するものとする。 

  イ 受注者は、検診料について、自己負担分を除いた額を発注者に請求するものとす

る。 

 ⑷ 業務実施報告 

   受注者は、業務実施報告書及び検診結果を作成し、発注者に提出するものとする。 

   また、検診実施当日に、受診者数（有料、無料等の内訳を含む。）と合計金額につい

て、書面にて発注者に報告を行うものとする。 

 ⑸ その他 

   最低補償金額については、発注者及び受注者が協議の上、定めるものとする。その

他詳細事項及び変更が必要な事項についても随時協議するものとする。 

  



令和９年度 香芝市集団大腸がん検診業務委託 仕様書 

 

１ 件名 

 香芝市集団大腸がん検診業務 

 

２ 目的 

  がん対策として実施し、早期発見及び早期治療につなげる。 

 

３ 対象者 

 満４０歳以上（当該年度中に４０歳に達する者を含む。）の香芝市民 

 

４ 検査項目 

奈良県大腸がん検診実施要領に定める検査項目 

 

５ 実施内容 

  奈良県大腸がん検診実施要領に基づき実施する。 

  大腸がん検診受診者が香芝市保健センターに提出した検体の回収を行う。 

  ただし、集団特定健診時は、胃がん検診又は肺がん検診と同時に実施する。 

 

６ 実施場所 

 香芝市保健センター及び発注者が定める場所 

 

７ 自己負担額 

７００円（香芝市健康診査事業実施要綱第７条第１項各号のいずれかに該当する者（同

条第２項に該当する者を除く。）は、無料とする。） 

 

８ 実施予定人数及び回数 

１８０名、年度内３回（特定健診と同時に実施する。） 

 

９ 実施期間 

  令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 

  なお、契約日から令和９年３月３１日までの期間は、委託業務履行のための準備期間

とする。 

 

１０ 納品方法 

  検診結果は、発注者が用意する封筒に封入（封緘は不要）し、発注者が指定するファ

イルレイアウトに沿ったＣＳＶファイルを格納したＣＤと共に、発注者へ手渡しにて納

品すること。 

  また、要精密検査者については、精密検査依頼書（兼）結果通知書及び発注者が用意

する返信用封筒を主治医宛ての別封筒に入れ、検診結果封筒に同封の上、納品すること。 

 



１１ 費用請求等その他の業務 

 ⑴ 受診日当日までの準備 

  ア 発注者は、検診の２週間前までに受診予定者のデータを格納したＣＤを受注者に

手渡し、受注者は、そのデータを基に受診予定者の氏名、生年月日等が記載された

問診票を作成の上、検便容器と共に検診当日の１週間前までに発注者に納品する。 

  イ 受注者は、配置や検診の流れについて、検診日の１週間前までに発注者と事前打

合せを行う。 

  ウ 受診予定者の変更及び追加については、必要に応じて発注者からデータをＣＤに

て手渡しする。 

 ⑵ 受付（自己負担金の領収及び受領書の発行を含む。）、問診及び誘導業務 

   受付簿は発注者が作成したものを使用し、領収書は受注者が作成したものを使用す

るものとする。 

   受注者は、受付終了後、問診票を番号ファイルに入れて次のブースへの誘導を行う

ものとする。 

 ⑶ 検査費用の請求 

  ア 受注者は、検査に係る費用について、大腸がん検診終了後３０日以内に発注者に

請求するものとする。 

  イ 受注者は、検診料について、自己負担分を除いた額を発注者に請求するものとす

る。 

 ⑷ 業務実施報告 

   受注者は、業務実施報告書及び検診結果を作成し、発注者に提出するものとする。 

   また、検診実施当日に、受診者数（有料、無料等の内訳を含む。）と合計金額につい

て、書面にて発注者に報告を行うものとする。 

 ⑸ その他 

   最低補償金額については、発注者及び受注者が協議の上、定めるものとする。その

他詳細事項及び変更が必要な事項についても随時協議するものとする。 

  



令和９年度 香芝市集団骨密度測定業務委託仕様書 

 

１ 件名 

 香芝市集団骨密度測定業務 

 

２ 目的 

  骨粗しょう症予防として実施し、生活習慣の見直し、治療、骨折及び寝たきりの予防

につなげる。 

 

３ 対象者 

 ⑴ 満４０歳以上（当該年度中に４０歳に達する者を含む。）の香芝市民の男性 

 ⑵ 満７１歳以上（当該年度中に７１歳に達する者を含む。）の香芝市民の女性 

 

４ 検査項目 

踵骨超音波検査（エコー法） 

 

５ 実施内容 

 ⑴ 測定器具、問診票等の準備 

 ⑵ 測定内容及び注意事項等の説明、受診者の誘導並びに会場設営及び撤去 

 ⑶ 骨密度測定の実施 

 ⑷ 測定結果の作成及び説明 

 

６ 実施場所 

香芝市保健センター及び発注者が定める場所 

 

７ 自己負担額 

無料 

 

８ 実施予定人数及び回数 

 １５０名、年度内１回 

 

９ 実施期間 

  令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 

  なお、契約日から令和９年３月３１日までの期間は、委託業務履行のための準備期間

とする。 

 

１０ 納品方法 

  測定結果について、個人情報が特定できないように加工したデータをエクセルファイ

ルにて作成し、年度末に発注者に納品すること。 

 

１１ 費用請求等その他の業務 



 ⑴ 受付、問診及び誘導業務 

   受付簿は発注者が作成したものを使用し、骨密度検査用紙は受注者が作成したもの

を使用するものとする。 

 ⑵ 検査費用の請求 

   受注者は、検査に係る費用について、骨密度測定終了後３０日以内に発注者に請求

するものとする。 

 ⑶ 業務実施報告 

   受注者は、業務実施報告書及び測定結果を作成し、発注者に提出するものとする。 

 ⑷ その他 

   最低補償金額については、発注者及び受注者が協議の上、定めるものとする。その

他詳細事項及び変更が必要な事項についても随時協議するものとする。 

  



令和９年度 香芝市個別肺がん検診二次読影業務委託仕様書 

 

１ 件名 

香芝市個別肺がん検診二次読影業務 

 

２ 目的 

  がん対策として実施し、早期発見及び早期治療につなげる。 

 

３ 対象者 

 満４０歳以上（当該年度中に４０歳に達する者を含む。）の香芝市民 

 

４ 検査項目 

 胸部レントゲンデジタル撮影の二次読影 

 

５ 実施内容 

  奈良県肺がん検診実施要領に基づき、実施する。 

  検診実施医療機関より郵送される問診票及び撮影データ（ＣＤ）から二次読影を行い、

結果を問診票に記入する。問診票とデータ（ＣＤ）を検診実施医療機関の投函
かん

日から２

週間以内に検診実施医療機関へ返送する（投函日は、月２回程度）。 

 

６ 実施予定人数 

 ５８０名 

 

７ 実施期間 

  令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 

  なお、契約日から令和９年３月３１日までの期間は、委託業務履行のための準備期間

とする。 

 

８ 費用請求等その他の業務 

 ⑴ 費用の請求 

   受注者は、肺がん検診二次読影終了後、同月実施分を取りまとめ、対象期間の翌月

１０日までに発注者に請求するものとする。 

 ⑵ 業務実施報告 

   受注者は、業務実施報告書を作成の上、請求書と共に発注者に提出するものとする。 

 ⑶ その他 

   詳細事項及び変更が必要な事項については、発注者及び受注者が随時協議するもの

とする。 

  



令和９年度 香芝市集団がん検診等業務対象予定人数及び回数等一覧 

 

スタッフ従事内容 対象者予定人数 予定回数 

胃がん検診 
 １回当たり５６人程度の検査が行える
体制とすること。 

４２０名 
上記のうち 
自己負担額無し ２４０名 
自己負担額有り １８０名 

７回 
（うち、３回は特
定健診と同時に実
施する。） 

肺がん検診 
 １回当たり６０人程度の検査が行える
体制とすること。 

７００名 
上記のうち 
自己負担額無し ５６０名 
自己負担額有り １４０名 

８回 
（うち、３回は特定
健診と同時に実施
する。） 

乳がん検診 
 １回当たり７０人程度の検査が行える
体制とすること。 

５００名 
一方向及び二方向の内訳 
一方向 ３６０名 
二方向 １４０名 

６回 

子宮頸がん検診 
 １回当たり７０人程度の検査が行える
体制とすること。 

５２５名 
上記のうち 
自己負担額無し １６０名 
自己負担額有り ３６５名 

７回 

大腸がん検診 
 １回当たり６０人程度の検査が行える
体制とすること。 

１８０名 
上記のうち 
自己負担額無し １００名 
自己負担額有り  ８０名 

３回 
（特定健診と同時
に実施する。） 

骨密度測定 
 １回当たり１００人以上の検査が行え
る体制とすること。 

１５０名 
自己負担額無し 

１回 

受付及び問診（半日） 
半日当たり１００人程度の対応ができ

る体制とすること。 
 ３回 

受付及び問診（１日） 
１日当たり２００人程度の対応ができ

る体制とすること。 
 ４回 

医師（半日） 
 胃がん検診へ従事すること。 

 ４回 

画像データ作成業務（精密検査者必要時
に作成） 

５名  

個別肺がん検診二次読影 ５８０名  

備考 

 １ 実際の実施人数及び回数は、予約及び実施の状況によるものであることから、記載

している予定人数及び予定回数は、予定であり、実施を保証するものではない。 

 

 ２ 各検診の自己負担額 

  胃がん １，０００円 

  肺がん ３００円 



  乳がん ２，０００円（一方向）、２，５００円（二方向） 

  子宮頸がん ７００円 

  大腸がん ７００円 

   上記の金額を検診受診時に受診者が支払うため、自己負担額が有る検診に係る見積

りについては、自己負担額を除いた金額で計上すること。 


